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(Circ J 2005 69:711-6).犬心不全モデ、ノレを用いたプロテオーム解析では、心不全で20スポットにおい











機能を会わせて評価する必要があることが明らかになった(JAm CoII CardioI 2006 47: 582・586)。さら
には、NT-proBNPとBNPの有用性の比較を、慢性心不全と安定狭心症で、評価した(EurJ Heart 
Failure 2007 Circ J， 2007).さらには、メタボリック症候群の重要な因子で、あるアデ、イポメクチン濃度が、
慢性心不全で上昇して心不全愚者予後指標として有用であることを、我が国の愚者を対象として初め
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